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学学  ぶぶ  楽楽  しし  ささ  無無  限限  大大  ！！  

自自由由大大学学通通信信  
VVooll..1199    平平成成 2200 年年 77 月月 1111 日日発発行行  
発行 武蔵野地域自由大学事務局 武蔵野市吉祥寺本町 2-5-10 TK吉祥寺ビル８階 

Tel：0422-20-6340  Fax：0422-20-6341   http://www.jiyu-musashino.org/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

＊募集期間＊ 

7/15（火）～7/31（木） 

＊ 亜細亜大学 「コミュニティとＮＰＯ・市民活動」 

 9 月 30 日～1 月 20 日(全 13 回) 

火曜日と 11 月 6 日（木） 

午後 2 時 30 分～4 時 00 分 

成蹊大学 「Thinking“ECO” 

 

9 月 30 日～1 月 13 日(全 14 回) 

毎週火曜日 午後 4 時 30 分～6 時 00 分 

中近東文化センター 
「古の世界を掘り起こした人々－情熱と陰の力（その２）」 

 

 

-環境を考え、取り組む-」 

9 月 6 日～1 月 31 日(全 11 回) 

土曜日 午後 1 時 30 分～3 時 00 分 

＊ 

＊ 
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必要書類を事務局へ提出 

開講通知発送 

初日に欠席される場合は、２

回目に会場でお支払いくださ

い。以降は直接、市役所５階

の生涯学習スポーツ課へご

持参ください。 

【受講が決定した方の提出物】 

● 顔写真１枚 

● 健康診断書のコピー（胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ結果と医

師の総合所見のある１年以内《平成 19 年 9

月以降》のもの。ただし、武蔵野地域自由大

学事務局に、平成 20 年度前期寄付講座や平

成 20 年度正規科目履修で提出されている方

は不要です。） 

● 同意書（事務局より送付します。） 
 
※ 中近東文化センターには上記提出物

は不要。資料代のみ初日に集めます。 

受講者決定・結果通知発送 

 
～ 健康診断書の提出ついて ～ 

 

大学正規科目履修（２月）や、寄付講座（３月、９月頃）の申込の際に健康診断書を

提出いただいています。これは、学生と同じ教室で受講するにあたり、結核の有無と健

康状態を確認するためです。ご理解いただき、ご協力くださいますようお願いいたしま

す。 

 寄付講座や来年度の正規科目を履修するご予定の方は、職場や自治体等で行っている

健康診断を受診しておくことをおすすめいたします。 

 
募集開始 

全講座共通 申込方法・必要書類 
 
■ 対象：自由大学学生及び 18 歳以上で市内在住・在勤・在学の方（高校・大学に在学している方は除く） 

■ 費用：5,000 円（資料代） 

■ 定員：各講座 50 名（中近東文化センターは 100 名、越えた場合抽選） 

■ 受講決定後に必要なもの：顔写真・健康診断書のコピー・同意書（受講決定後、事務局から送付します） 

 

※ 自由大学学生の方は、電話またはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからお申し込みできます。 

 

  
 

 

 

 

 

午後５時まで 

 

 
 

  

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開講初日 
※ 会場で資料代 5,000円

を集めます。 
 

 

☎ 電話でのお申込み

込 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからのお申込み 

定員を超えた場合は抽選を行い、結果は全員に郵送で通知します。 

その際、受講決定者には下記の必要な提出物についてお知らせします。 

電話 0422-20-6340 
（平日 午前 10 時～午後５時） 

HP アドレス http://www.jiyu-musashino.org/ 

「科目一覧」→「受講申込」 

http://www.jiyu-musashino.org/
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＊ 亜細亜大学        自由大学履修対象講座：９回以上出席で１講座とカウント 

「コミュニティとＮＰＯ・市民活動」 
 

コーディネーター：栗田 充治（国際関係学部教授） 

期   間：平成 20年９月 30日～平成 21年１月 20日(全 13回) 

曜日・時間：火曜日と 11月６日(木)・午後２時 30分～４時 

内   容： 
武蔵野市に拠点を置いて活動するＮＰＯ・市民活動団体は、市に登録している団体だけでも、現在約

70 団体ある。このほかにＶＣＭ（武蔵野市民社会福祉協議会・ボランティアセンター武蔵野）に登録

しているボランティア団体は約 80団体ある。 

活動分野も福祉（高齢者、障害者、難病者）、環境・美化、国際交流・支援、文化・芸術、教育・子

育て、ＩＴ・情報、まちづくり、男女共同参画、防災・防犯、就労支援、ＮＰＯ・起業支援など多岐に

わたっている。 

授業では主にその中から 10 団体を選んで、各々の活動の理念、歴史と現状、課題について講義して

いただき、地域における諸課題を理解し、ＮＰＯ・市民活動がコミュニティの健全な発展にどのように

貢献できるか、検討する。 

 

回 月 日 テーマ 講 師 

１  ９月 30日 NPO・市民活動の現状と課題（仮） 山岸 秀雄（NPOサポートセンター） 

２ 10 月 ７日 
武蔵野市の NPO・市民活動の現状と課題 

～オリエンテーションの代わりに 
栗田 充治（国際関係学部教授） 

３ 10 月 14 日 社会的起業をめざして 谷口 玲子（みんなで Kids陶芸） 

４ 10 月 21 日 
都市住宅街に雑木林を育てる 

～私たちにできること 
田中 雅文ほか（武蔵野の森を育てる会） 

５ 
11月 ６日 

(木) 
地域で NPOのはたす役割 

鈴木 裕子ほか 

（NPO法人 ワーカーズどんぐり） 

６ 11 月 11 日 
視覚障害とフリークライミング 

～広がる新しい可能性 

小林 幸一郎 

（NPO法人 モンキーマジック） 

７ 11 月 18 日 市民活動と IT利用のいまとこれから 伊藤 大介（NPO法人 CLIP CRAFT） 

８ 11 月 25 日 
楽しい子育て いっしょにしましょう 

子育て支援は“わたし”支援 

佐藤 祐子 

(NPO法人 保育サービスひまわりママ) 

９ 12 月 ２日 社会的ひきこもりと発達支援（仮） 
村上 朊子 

(NPO法人 ウィッシュ･プロジェクト) 

10 12 月 ９日 
起業家を地域で支えるプロジェクトのあ

り方 

静間 俊和 

(NPO法人 武蔵野経営支援パートナーズ) 

11 12 月 16 日 

日本人だからできること国際交流 

～17歳から 14年間、フィリピンでの活動

を通して学んだこと 

横田 宗（NPO法人 ACTION） 

12  １月 13日 まとめのワークショップ 
栗田 充治（国際関係学部教授） 

13  １月 20日 学習成果発表と市民聴講生修了式 
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＊ 成蹊大学          自由大学履修対象講座：10回以上出席で１講座とカウント 

「Thinking“ECO”-環境を考え、取り組む-」 
 

コーディネーター：髙木 新太郎（経済学部教授） 

期   間：平成 20年９月 30日～平成 21年１月 13日(全 14回) 

曜日・時間：火曜日・午後４時 30分～６時 

内   容： 
この講座では、環境及び環境問題について考えるとともに、具体的なそれらに対する取り組みを考察

する。一口に環境問題といっても、対象範囲は広く、内容も多様である。したがって、それに対する対

策や取り組みも多岐にわたる。ここでは、まず現実に行われている対策・取り組み等から出発し、それ

と合わせて社会学、経済学等からの環境問題へのアプローチを考察する。 

対策・取り組み等については、前環境大臣、環境省による国家としての環境政策、地方自治体（武蔵

野市）の環境対策、非営利団体（成蹊学園、ＮＰＯ法人）の環境への取り組みを、実際に携わった担当

者の生の情報を提供する。ビジネス（または企業）の環境への取り組みは、その全体的動向、概要等を

予定している。 

こうした現実の政策・対策・取り組みを、社会学や経済学の視点から補完するという点が、本講義の

もう一つの核となる。社会を「システム」とみなすとき、社会システムと環境の関係をどういう形で維

持するか、市場の失敗・政府の失敗と環境の関係にどう対処すべきか、環境を考慮した持続可能な発展

のための指標は何か、等々の議論である。 

本講義のねらいは、「実際の環境問題への取り組み」と「社会学、経済学等の視点」との融合を具体

的な形で展開し、環境問題への考え方や取り組み等を総合的に考察することにある。 

 

回 月 日 テーマ 講師(所属･肩書は H20.6 現在のもの) 

１ ９月 30日 21世紀の環境立国戦略について 若林 正俊（農林水産大臣・前環境大臣） 

２ 10月 ７日 社会学からみた環境の捉え方 挾本 佳代（成蹊大学経済学部准教授） 

３ 10月 14日 経済学からみた環境の捉え方 髙木 新太郎（成蹊大学経済学部教授） 

４ 10月 21日 
地球温暖化防止のための国際的枠組

みについて 
谷津 龍太郎（環境省大臣官房審議官） 

５ 10月 28日 
循環型社会の構築に向けた取り組み

について（仮称） 

由田 秀人 

（環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長） 

６ 11月 ４日 
武蔵野市の環境への取り組み 

－ゴミ問題と市民参加－ 

三輪 博行 

（武蔵野市環境生活部環境政策担当部長） 

７ 11月 11日 環境税と排出権許可証取引制度 藤垣 芳文（成蹊大学経済学部教授） 

８ 11月 18日 
循環型社会に向けて 

－環の国の生き方－ 
挾本 佳代（成蹊大学経済学部准教授） 

９ 11月 25日 環境ビジネスについて 藤垣 芳文（成蹊大学経済学部教授） 

10 12月 ２日 企業の環境への取り組み 田口  誠（成蹊大学経済学部准教授） 

11 12月 ９日 成蹊学園の環境の取り組み 
橋本 竹夫（成蹊学園専務理事） 

中西 寛子（成蹊大学経済学部教授） 

12 12月 16日 
ＮＰＯの環境への取り組み 

－まちに地みどり－ 

佐藤 留美 

（特定非営利活動法人 NPO birth事務局長） 

13 12月 23日 自然環境の経済評価 田口  誠（成蹊大学経済学部准教授） 

14 １月 13日 
国民所得と環境の体系的把握 

－持続可能な発展－ 
髙木新太郎（成蹊大学経済学部教授） 
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＊ 中近東文化センター   自由大学履修対象講座：８回以上出席で１講座とカウント 

「古の世界を掘り起こした人々－情熱と陰の力（その２）」 
 

期   間：平成 20年９月６日～平成 21年１月 31日(全 11回) 

曜日・時間：土曜日・午後１時 30分～３時 

 内   容： 

昨年度ご好評をいただいた学者の人生と研究を紹介する講座の第２回です。今回は女性の研究者を中

心にその業績と苦労をわかりやすく解説します。過去に素晴らしい成果を残した女性研究者を紹介する

と共に、現在第一線で活躍する女性研究者の仕事を自ら語っていただきます。また、中近東の歴史や文

化と女性の関わりについても講義していただきます。今回の講座を通して、女性から見た中近東の歴

史・文化・美術・生活を知っていただき、中近東の多様性についての理解を深めていただければ幸いで

す。 

 

回 月 日 テーマ 講 師 

１ ９月 ６日 イスラエルの女性考古学者 池田 裕（中近東文化センター常務理事） 

２ ９月 13日 
女性研究者から見たウズベキスタンの

発掘 
津村 眞輝子（古代オリエント博物館研究員） 

３ ９月 27日 
女性学芸員からみた博物館活動と中近

東研究 
宮下 佐江子（古代オリエント博物館研究員） 

４ 10月 11日 女性研究者から見たイスラーム考古学 真道 洋子（中近東文化センター研究員） 

５ 10月 25日 
エジプト文明の起源を探して、バーバ

ラ・アダムス 
中野 智章（古代オリエント博物館研究員） 

６ 11月 15日 女性研究者から見たイスラーム美術 桝屋 友子（東京大学東洋文化研究所教授） 

７ 11月 29日 女性研究者から見たエジプトでの発掘 高宮 いづみ（近畿大学教授） 

８ 12月 ６日 

イラク、シリア、トルコ、イランを発掘

した女性考古学者リンダ・ブレイドウッ

ドとヘレーン・キャントー 

山花 京子（東海大学講師） 

９ 12月13日 
メソポタミア文明の起源を探った女性

考古学者たち 
小高 敬寛（東京芸術大学助手） 

10 １月 17日 女性研究者から見たシリアでの発掘 石田 恵子（古代オリエント博物館研究員） 

11 １月 31日 アガサ・クリスティと中近東考古学 足立 拓朗（中近東文化センター研究員） 

※ 講演者の都合により日時が変更になる場合があります。 
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武蔵野地域ゆかりの学識経験者による基調講演と、各大学を代表する講師による全６回の講演

会です。全て参加することも、お好きな講演に参加することも可能。費用は無料です。 

 

講演日時 場 所 サブテーマ 講 師 

10 月２日(木) 

午後６時 30 分～８時 

武蔵野公会堂 

（基調講演） 
古典の楽しさ奥深さ、そして新しさ 

林 望 

（作家・書誌学者） 

10 月３日(金) 

午後１時 30 分～３時 
武蔵野大学 

能における「ところ」と「者」 

－英語能で現代を演ずるとは－ 

Ｒ.Ｊ.Ｅｍｍｅｒｔ 

（文学部教授） 

10月 11日(土) 

午後１時 30 分～３時 
成蹊大学 

バリアフリー・テクノロジー・ウォ

ッチング 

大倉 元宏 

（理工学部教授） 

10月 16日(木) 

午後６時～７時 30 分 

日本獣医生命 

科学大学 

猫はなぜ太る 

－その原因と予防－ 

新井 敏郎 

（獣医学部教授） 

10月 17日(金) 

午後２時30分～４時 
亜細亜大学 

中国にとってのオリンピック体験 

－「一つの世界、一つの夢」とは－ 

三橋 秀彦 

（国際関係学部准教授） 

10月 24日(金) 

午後２時 55分～４時 25分 
東京女子大学 ことばの地域差 

篠崎 晃一 

（現代文化学部教授） 

 

 

ちょっとご紹介・・・ 
 

                                                  
 

 

 

詳細は次号の自由大学通信 Vol.20（８月下旬発行）でお知らせします。 

ご期待ください！！ 
 

基調講演 講師  林
はやし

 望
のぞむ

  氏 
 

1949年東京生まれ。武蔵野市立第二中学校を卒業

されています。慶応義塾大学大学院博士課程修了。ケ

ンブリッジ大学客員教授、東京芸術大学助教授を経

て、作家活動に専念。専門は日本書誌学、国文学。 
 
『イギリスはおいしい』で日本エッセイスト・クラ

ブ賞、『ケンブリッジ大学所蔵和漢古書総合目録』で

国際交流奨励賞、『林望のイギリス観察辞典』で講談

社エッセイ賞を受賞。 
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●●自由大学ＨＰの「掲示板」をご利用ください●● 

 

自由大学学生同士の意見・情報交換等にお使いいただけます。自由大学学生であれば、どなた

でも利用できます。気軽に書き込んで交流の輪を広げましょう！ 
 

自由大学ＨＰアドレス  http://www.jiyu-musashino.org/  

   

 
             ①トップページの「掲示板」から利用いただけます。 

（初めての方は「必ずお読み下さい」をよく確認 

のうえ、利用してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「掲示板」をクリックすると、「テー

マ一覧」が表示されます。 

 

 

 

 

 

③「テーマ一覧」の中からご希望のテー
マ名をクリックしてください。 

 

 

 

④テーマ名をクリックすると、個々の発言

のタイトルが見られます。新しく発言す

る場合は『新規発言』をクリックして

ください。 

※ 個々の発言に返信する場合は、発言

のタイトルをクリックし、画面に表示

される『この発言に返信する』をクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

掲示板利用のルールが記載さ

れています。 

http://www.jiyu-musashino.org/
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⑤投稿フォームが表示されます

ので、（必須）の事項を入力し、

『投稿』をクリックしてくだ
さい。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ こんなテーマで話したい！ ＊ 

取り上げたいテーマがありましたら、投稿フォームの「希望テーマ（30 文字程度）」に投稿いただく

か、自由大学事務局へメールまたは電話でご連絡ください（ご希望にそえない場合もあります）。 

 

注意：営利目的等の丌適切な内容や、管理者が著しく丌利益と判断する記事、他人を誹謗中傷する記

事は、予告なく削除することがあります。マナーを守ってのご利用をお願いいたします。 

 

利用方法がわからない場合は、自由大学事務局までお気軽にお問い合わせください（下記） 
 

 
 

       武蔵野地域自由大学事務局 (交流センター内)           
 

 

〒180‐0004  武蔵野市吉祥寺本町２－５－１０ 

   ＴＫ吉祥寺ビル８階  <吉祥寺駅北口徒歩７分> 

 Ｔｅｌ  ０４２２－２０－６３４０ 

Fax  ０４２２－２０－６３４１ 

        平日 午前１０時～午後５時 

 

E-mail jiyu-musashino@nifty.com  

受講して面白かった講

義、おすすめの本や展

覧会などなど・・・ 

様々なテーマで仲間の

輪を広げてください！ 


